






デザイン （以下、 UD） の考え方を積極的に取 り 入れ、 「暮
らしやすさ」をテーマに取り組んでいる傾向にある。 こ
れからの高齢化社会も視野に入れ、多くの人々にUD を
















崎医療情祉大学） の共同研究でスタ ー卜 した。 また、最
終的な成果は、 平成 1 9年 l l 月開催の「ま なぴピア岡 1 1 2007」
の会場にて発表を行っ た。
2 . 1. 主な日程内容
HI S年9月 ～ l l 月 企画 － 打ち合わせ （随時開催）
Hl9年 l月 UDゲーム制作について岡山県立大学 と 川崎
医療福祉大学に共同研究依頼
2月 クイズ作品募集
3月 UDゲームVer. i を UDアト、バイザー会議にて発表
7月 「UDほ っ とステーションおかやま」のオー




I l 月 まなびピア岡山2007にて制作発表
［第 1 9回全国生涯学習フ ェステイバル
「まなびピア岡山2007J ] 
開催期間：平成 1 9年 l l 月 2 日 （金） ～6 日（火）
本ゲームの発表会場 ・ 桃太郎アリ ーナ ・ サブアリーナ
*MORISHITA Masayuki, UEDA Atsushi デザイン工学科
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本ゲー ム は 、 ゲームを楽しみながら 、 UDに対する意識
と理解を深め 、 日常生活における 「こ ころ のUD」を育
む手助けになればという思いから制作したものである 。
プレーヤー 5 人とマスタ ー役 l 人（クイズの出題、回答
を教える ） でゲームを進行していくスタイルである。
V巴r. I の特徴は、各ゲームプレーヤーがUDクイズ答え
てコマを進めながら 5 体のUD レンジャ ー を集め終わる
とゲームが修了する内容である 。 さらに 、 「ドキドキ ！
水注ぎゲームj （白内障疑似体験用のゴーグルを用いて
の水くみ） 、 「情熱で伝えよう ！ ジェスチ γ ーゲー ム」
「伝えよう ！手文字リレー」 （言葉を使わない伝言ゲーム）
などのUDを体験出来る仕組みをゲームの所々に取り入
れた。 また、ゲームボード （A l サイズ）のデザインは、
岡山のUD要素がある街の風景をイラスト風に仕上げて
あ り 、ゲーム中にイラストを眺めながら UDを理解して
もらうことを意図したものである 。 （資料 I )
3.2. UDゲーム Yer. l の問題点
8 月 に津島小学校 6 年生の数名に協力してもらいモニタ
ー調査を行い様々な問題と修正点が浮かび、上がっ た。
[UDゲームYer. l の主な問題点］









3.3. UDゲームVer. I の主な改善点
1 ） ゲ ムとしてのワクワ ク感を盛り込む。 （仕組み
デザインの大幅な見直し）
2 ） 個々が競い合う仕組みにする 。
3) 1 ゲー ムあたりの時間短縮のためにUDを体験する
仕組みを省く 。
4. UDゲームデザインYer. 2 の開発 しさを考慮した。 中央の岡山県の形をしたアクリルの透
4.1. UDゲー ムYer. 2について 明感が、 1 つのアクセントでもある 。 ゲーム本体のサイ
UDゲームYer.2 は、 Yer.I の改善点を最重要課題として ズは、小学生 4 人が座ッても大きくも 小さく もない
大幅なデザイン並びにゲームのシステム変更を行った。 535mm × 5 35mm × 3 8mmとした。
Ver.2 は 、 Yer. I 同様に小学校高学年を対象とした 「 ぐる
ぐるももっち -UDハー ト大作戦一」というネーミングの
ゲームである 。 また、 Yer. I とは異なりプレーヤ－ 4 人
とマスター役 l 人でゲームを進行していくスタイルに変
更した。 前回の反省点を踏まえ 、 最長でも 40分ほどで 1
ゲームが修了するようにシステムを変更した。
基本的なゲームのコンセプトは、 UDのクイズに答え
ながら 、岡山県の市町村を UDの街に変えてい く ことで
ある。大まかなゲーム流れとしては、 「すごろく J のよ
うにコマを進め、マスターの指示に従い、街をUDに変
えていく 。 様々なUD クイズに答えていき、手持ちのUD
ハートを一番早く配り終えたプレーヤーが勝ちとなり、
その時点でゲームが修了する内容である。 （資料2)




の案の中から推敵して決ま っ たものである 。 ゲーム進行
中のぐるぐる感と岡山版を象徴する「ももっち」 を掛け
4.4. クイスブックのデザインについて
UDに関する27個のクイズを用意した。 出題内容は、 1 ) 
モノに関するもの 2 ） 人や言葉に関するもの 3 ） 室内に






視覚的にも理解しやすいように写真 － イラストを使用 し
ていることも特長の l つである 。 さらに、回答者が答え
やすいように 2 間選択式のクイズ形式とした。 （資料4)
5. UDゲームYer.2のモニター調査について
UDゲーム Ver.2のモニター調査として 、 H 1 9年 10月 1 8
日に「UDほっとステーションおかやま」にて、 i事島小
学校 6 年生 4 人にゲームを体験してもらった。 Yer. I に
比べ、デザイン、システムとも に大変好評であったの ま
た、アンケート調査の中で、 「またこのゲームをやりた
合わせたものである 。 また、 プ レーヤーがUDハ ‘ トを い」等の肯定的な意見が多かッ た。 （資料5)
配っ ていくというゲームコンセプ トを象徴するサブタイ
トルとして、 「－UDハート大作戦ー」を付け加えた。 6 さいごに
また 、 ゲームのロゴデザインは、ゲームの基本カラー

















*UD学習支援ゲームデザイン ｜）似合 森下it[.行 t田篤嗣
今回のUD学習ゲームは 2 回のモニター調査を経て、
Yer. l から、より遊びながら楽しく学べるというゲーム








森下研究室ゼミ生有志 7 名（ 1 1本貴裕浅田真孝加藤
祐三子松永大樹藤川裕子 佐古亜沙美 小松美菜子）
j主釈
l ） 商品名 ：色弱模擬フィ ル タ「バリアン ト ール」
研究開発 豊橋技術科学大学 中内研究室 高知工科大学篠森
研究室による共同研究開発 発売元伊藤光学工業株式会社
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（資料3) UDゲームYer. 2 ロゴデザイン
（資料4) UDゲームYer.2 クイズプ γ ク
（資料S ) UDゲームYer.2 モニター調杏風景2
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